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野田市総合計画 骨格案 

◆はじめに                  

１ 総合計画策定の考え方 

（１）背景 

野田市では、平成 15 年の合併以降、徹底した市民参加により作成した新市の総合計画に

基づき行財政運営を行ってきましたが、計画期間が平成 27 年度に満了となるため、平成 28

年度を初年度とする次期総合計画を策定すべき時期を迎えています。 

また、地球温暖化等の環境問題、少子高齢化の進行、コミュニティの希薄化といった問題

は年々深刻さを増しており、社会経済情勢も日々変化している状況の中で、これらの問題に

対して適切に対応していく必要があります。 

加えて、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災は、野田市の市民生活にも大きな

影響を及ぼし、暮らしの安全や安心、家族や地域の絆、エネルギー問題等、様々なことを改

めて考え直すきっかけにもなりました。 

このような社会情勢の変化や野田市の現状を踏まえ、新しいまちづくりの道標が必要との

認識から、総合計画を新たに策定することとしました。 

 

（２）策定のねらい 

総合計画は、これまでの野田市のまちづくりの成果を引き継ぎ、新たなまちの将来像を定

め、その目標に向けた進路を総合的に示すもので、行財政の計画的な運営や個別施策、事業

を推進する上での指針となります。 

総合計画の策定により、まちの将来像を市民、事業者、行政が共有できる意義は大きいと

考えます。 

 

（３）策定の理念 

まちづくりは一朝一夕にできるものではなく、継続して取り組む必要があります。そのた

め、計画の進捗状況や社会経済状況の変化を踏まえ、これまで積み重ねてきた成果を継承す

るとともに、中長期的な視点に立ち、これからのまちづくりを進めていく必要があります。

また、これからのまちづくりは、市民、事業者、行政をはじめ、ＮＰＯ等の団体、大学とい

った多様な主体が連携・協力して進める時代となっています。 

そのため、総合計画の策定にあたっては、徹底した市民参加により策定した計画を「実現

すること」と「継続すること」を大切にし、多様な主体が適切な役割分担のもとに、ともに

支え合ってまちづくりを推進することができる道標となることを目指します。 
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２ 総合計画の目標年次 

本総合計画の目標年次は、平成 42 年（2030 年）とします。 

 

３ 総合計画の構成と計画期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施計画 

●基本計画で定めた施策を具体化する市政の短期的な計画。

毎年度の予算編成及び事業実施の指針であり、3 年目に見

直すローリング方式※1とする。（平成27 年度作成予定） 

 

 

 

 

  

                                                  
※1ローリング方式…計画の実施過程で、計画と実績との間に食い違いが生じていないかチェックし、違いがある

場合は実績に合わせて計画を再編成して目標の達成を図る方式。 

Ｈ41 Ｈ42

基本構想（１５年）

前期基本計画（７年） 後期基本計画（８年）

Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40

2028 2029 2030

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34

2022 2023 2024 2025 2026 20272016 2017 2018 2019 2020 2021

第１次実施計画

第２次実施計画

第３次実施計画

第４次実施計画

第５次実施計画

第６次実施計画

第７次実

施計画

【計画期間のイメージ図】 

基本構想（計画期間 15 年間） 

●長期的な見通しに立ったまちづくりの将来都市像と

これを実現する施策の大綱を定めたもの。 

基本計画（計画期間 前期：7 年間 後期：8 年間） 

●基本構想に示されている施策の大綱ごとの施策と事

業を具体的に示すもの。（平成 26 年度作成予定） 

 

  

  

  

基本構想 

基本計画 

実施計画 
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◆基本構想                  

第１章 将来都市像 

１ まちづくりの基本的な考え方 

野田市はこれまで、みどり豊かな自然環境や先人がたゆまぬ努力で培ってきた歴史、文化

等を礎に、日々変化し続ける社会経済情勢に対応しながら、教育や福祉の充実、商業の活性

化、都市基盤整備等、市民生活に欠かせない様々な施策に取り組み発展してきました。今後

もまちづくりを通して、市民の誰もが笑顔と活気に満ち、安全で安心して暮らせるまちを実

現することが求められています。 

しかし、市民を取り巻く社会や環境は、地球温暖化等の深刻化する環境問題、人口減少や

超高齢社会の到来、地域コミュニティの希薄化、産業構造や雇用形態の変化等、多くの課題

を抱えています。 

また、東日本大震災は、暮らしの安全や安心、家族や地域の絆、エネルギー問題等、様々

なことを考え直すきっかけとなりました。 

こうした課題を乗り越えるとともに、これまでのまちづくりの成果を引き継ぎ、野田市の

持続的な発展を実現していくために、改めて、人と人とのつながりや心のバリアフリーを大

切にしたまちづくりを目指します。また、市民一人一人がまちづくりの主役となり、支え合

いの心を育みながら、誰もが生涯を通じて学ぶことができ、安心して笑顔で暮らせる自然豊

かなまちの実現を目指すことを、まちづくりの基本的な考え方（基本理念）とします。 

 

２ 将来都市像 

まちづくりの基本理念を踏まえて将来都市像を次のように定めます。 

～人のつながりがまちを変える～ 

みんなでつくる 学びと笑顔あふれる コウノトリも住めるまち 

 
 

人のつながりがまちを変

える 

人と人とのつながり、心と心のつながりによる支え合い

が地域の絆を深め、少子高齢化や地域コミュニティの希

薄化等の地域課題に対応していくことを表します。 

みんなでつくる 市民が主体となって、まちづくりを進めていくことを表

します。 

学びと笑顔あふれる 教育環境の充実や子育て、高齢者、障がい者等の福祉の

充実等により、市民が安心して暮らせるまちを表します。

コウノトリも住めるまち コウノトリも生息できるほどの豊かな自然環境や田園風

景が都市と共存する野田らしいまちの姿を表します。 
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３ 基本目標 

将来都市像の実現に向けて取り組むべき基本目標として、以下の６項目を設定しました。 

 

基本目標１ 自然環境と調和するうるおいのある都市 

基本目標２ 生き生きと健やかに暮らせる都市 

基本目標３ 豊かな心と個性を育む都市 

基本目標４ 安全で利便性の高い快適な都市 

基本目標５ 市民がふれあい協働する都市 

基本目標６ 活力とにぎわいに満ちた都市 
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２ 財政の見通し 

（１）歳入の見通しについて 
表 一般会計歳入の財政見通し（平成 28 年度～平成 42 年度） 

（単位：百万円）

歳入 

平成 25 年度 

（当初予算） 
平成 28 年度 平成 34 年度 平成 42 年度 

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

市税 21,733 47.93% 21,824 46.51% 21,488 46.04% 20,947 45.38%

譲与税・交付金等 2,222 4.90% 3,608 7.69% 3,608 7.73% 3,608 7.82%

地方交付税 4,770 10.52% 3,852 8.21% 3,113 6.67% 3,113 6.74%

国・県支出金 8,086 17.83% 8,462 18.04% 8,512 18.24% 8,626 18.69%

使用料・手数料等 1,623 3.58% 1,684 3.59% 1,830 3.92% 2,086 4.52%

繰入金 817 1.80% 634 1.35% 1,087 2.33% 1,446 3.13%

繰越金 850 1.88% 1,200 2.56% 1,200 2.57% 1,200 2.60%

市債 4,081 9.00% 4,524 9.64% 4,702 10.08% 4,002 8.67%

その他 1,162 2.56% 1,131 2.41% 1,131 2.42% 1,131 2.45%

合計 45,344 100.00% 46,919 100.00% 46,671 100.00% 46,159 100.00%

 

＜一般会計（歳入）の用語説明＞ 

【歳入】 

○市税／市民の皆さんから納めていただく市の税金です。 

○譲与税・交付金等／国や県の税金のうち、法令で定められた分が市に交付されるものです。 

○地方交付税／普通交付税と特別交付税があります。普通交付税は、国が算定した標準的な支出 

が収入を上回る地方公共団体に交付されます。特別交付税は、普通交付税における標準的な基 

準では捉えきれない特別な事情のある地方公共団体に交付されます。 

○国・県支出金／特定の事業など、国・県から使途を指定されて交付されるものです。 

○使用料・手数料等／市営住宅や体育館など行政財産及び公の施設を利用する特定の方から徴収 

するもの（使用料）、住民票や納税証明など特定の方への役務の提供に要する経費として徴収す 

るもの（手数料）です。 

○繰入金／他会計及び基金から資金を受け入れるものです。 

○繰越金／前年度から繰り越したものです。 

○市債／市が都市基盤整備事業等を実施するための借入金です。 

 

歳入の根幹となる市税収入については、少子高齢化の進展による生産年齢人口の減少に伴

い減少していく見込みです。譲与税・交付金等における地方消費税交付金は、税率引上げに

よる増収が見込まれるものの、普通交付税の合併算定替※1 の終了に伴い地方交付税は大きく

減少するものと見込まれます。 

  

                                                  
※1 合併算定替…合併した市町村に対する財政上の優遇措置の一つで、合併した年度及びその後 10 年間は、合併

しなかったと仮定して算定した個々の普通交付税額の合算額が交付されます（合併算定替）。その後５年間で段
階的に割り落とされ、１団体としての算定額となります（一本算定）。 
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（２）歳出の見通しについて 
 

表 一般会計歳出の財政見通し（平成 28 年度～平成 42 年度） 

（単位：百万円）

歳出 

平成 25 年度 

（当初予算） 
平成 28 年度 平成 34 年度 平成 42 年度 

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 

人件費 8,574 18.91% 8,504 18.12% 8,055 17.26% 8,055 17.45%

扶助費 9,968 21.98% 10,615 22.62% 10,873 23.30% 11,066 23.97%

公債費 5,226 11.53% 5,239 11.17% 5,152 11.04% 4,732 10.25%

義務的経費計 23,768 52.42% 24,358 51.91% 24,080 51.60% 23,853 51.67%

投資的経費 3,615 7.97% 4,174 8.90% 3,885 8.32% 3,072 6.66%

物件費 9,802 21.62% 10,269 21.89% 10,269 22.00% 10,269 22.25%

補助費等 2,354 5.19% 2,354 5.02% 2,354 5.04% 2,354 5.10%

繰出金 4,261 9.40% 4,033 8.59% 4,352 9.33% 4,880 10.57%

その他 1,544 3.40% 1,731 3.69% 1,731 3.71% 1,731 3.75%

合計 45,344 100.00% 46,919 100.00% 46,671 100.00% 46,159 100.00%

 

＜一般会計（歳出）の用語説明＞ 

 【歳出】 

○人件費／市長や市議会議員、市役所で働いている職員に支払う給料、手当、共済費などです。 

○扶助費／子どものいる方、障がいを持った方、高齢者の方などの生活を支援する費用です。 

○公債費／借入金（市債）の返済のための費用です。 

○投資的経費／道路や学校などの施設建設や災害復旧等に支出する費用です。 

○物件費／市の業務を民間業者に委託する費用、業務で使用する機器のリース費用などです。 

○補助費等／国や県へ負担する費用や、各種団体への補助金を支出する費用です。 

○繰出金／特別会計に対して一般会計から支出する費用です。 

 

人件費については減少傾向にあります。 

また、扶助費については、少子化により児童手当は減少するものの、全体では増加してい

くものと見込まれます。 
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 ３ 都市構造・土地利用の方向 

 

（１）都市構造を支える交通ネットワークの形成 

広域や市内の移動に便利で、まとまりのある都市構造の実現に向けて、都市構造を支える

交通ネットワークの形成を推進します。 

道路網については、市街地等の円滑な交通処理を実現するため、外郭環状構造の道路※1 や

都市計画道路網の整備を推進します。 

また、東京直結鉄道の整備、東武野田線の複線化を推進するとともに、駅へのアクセス向

上を図り、駅前広場、駅前線などの周辺道路等の整備を図ります。 

 

（２）自然と調和のとれた市街地の形成及び緑地等の保全 

野田市の豊かな自然環境と調和した市街地の形成を推進します。まとまりがあり、快適な

生活環境を備えた市街地整備を推進するため、市街地ゾーンを設定します。 

また、市の三方を流れる利根川、江戸川、利根運河や公園、緑地を活かしたゆとりある快

適な環境整備を推進するため、緑地・レクリエーションゾーンを設定します。 

市街化調整区域を中心に分布する優良農地について、農業振興の拠点及び都市内の緑地環

境として維持保全するため、農業振興ゾーンを設定します。 

 

（３）４つの核の形成 

東京直結鉄道の整備や連続立体交差事業とあわせて野田市駅・愛宕駅周辺を広域的な性格

も持った拠点として整備します。また、梅郷駅周辺、川間駅周辺、関宿中央ターミナル・関

宿支所周辺に存在する従来の都市機能集積の活用等によって、南北それぞれの地域サービス

核を形成します。 

◎野田市駅・愛宕駅周辺地域         中心サービス核 

◎梅郷駅周辺地域              地域サービス核 

◎川間駅周辺地域              地域サービス核 

◎関宿中央ターミナル・関宿支所周辺地域   地域サービス核 

  

                                                  
※1 外郭環状構造の道路…都市計画道路山崎吉春線、今上木野崎線及び市道船形吉春線、主要地方道松戸野田線（一

部の区間）、我孫子関宿線（一部の区間）で構成する環状道路で、野田地域の市街地内への通過交通を排除し、

市街地の混雑解消や地区間移動の円滑化を図る道路。→Ｐ10「将来都市構造・土地利用イメージ図」参照 
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凡　例

幹線道路

鉄道

サービス核市街地ゾーン

農業振興ゾーン

緑地・レクリエーションゾーン
緑地・レクリエーション拠点 　　　　　　　　　

東京直結鉄道

千葉柏道路

外郭環状道路

至 流山

至 坂東

至春日部

至 幸手

至 境

至春日部

至 松伏

至 吉川

至 春日部

至 坂東

至 柏 至 柏

至 柏

至 流山

将来都市構造・土地利用イメージ図

東西連絡道路

東西連絡道路

梅郷

野田市

愛宕

清水公園

七光台

川間

主要地方道（県道）
結城野田線

国道16号

　　　東武野田線
（アーバンパークライン）

主要地方道（県道）
つくば野田線

市道
船形吉春線

主要地方道（県道）
我孫子関宿線

主要地方道（県道）
我孫子関宿線

都市計画道路
今上木野崎線

都市計画道路
山崎吉春線

主要地方道（県道）
松戸野田線



第３

１ 

 

 

野田

が多く

これ

市のみ

コウノ

利活用

 

農業

ブラン

現状を

効活用

 

清潔

策等の

み、３

また、

等の再

 

騒音

被害の

安心で

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             
※1 ３Ｒ…

先順位と
（リユー
（リサイ

※2 協働…
や責任な

３章 施

基本目標

田市は、利根

く残るまちで

れまで自然の

みどり豊かな

ノトリをシン

用を進めます

業に関しては

ンド価値を高

を鑑み、農業

用を推進しま

潔で快適な都

の廃棄物の適

Ｒ※1 を市民

東日本大震

再生可能エネ

音、振動、水

の軽減に向け

できる生活環

                  
…（リデュース
として、まず
ース：Reuse）
イクル：Recy
…住民、企業、
などを分担し、

基本

コウ

策の大綱

標 

根川や江戸川

で、多様な生

の保全、再生

な自然環境を

ンボルとした

す。 

は、みどり豊

高め、野田市

業体験等を通

ます。 

都市環境の実

適切な処理に

民や事業者と

震災を起因と

ネルギーの利

水質汚濁、大

けた総合的な

環境の整備に

 

                   
ス：Reduce）
「ごみ」の発生
）、さらにどう
ycle）となる。
、行政などが各
、協力して推進

目標１ 

ウノトリ 

綱 

川、利根運河

生態系も見ら

生のために、

を次世代の子

た生物多様性

豊かな自然環

市独自の農業

通じた交流拠

実現に向けて

に取り組むと

協働※2、連携

とする再生可

利活用につい

大気汚染等と

な浸水対策の

に取り組みま

、（リユース：
生抑制（リデ

うしても「ごみ
 

各々の目的の実
進すること。

自然環境

11 

河等の豊かな

れます。 

様々な取組

子どもたちに

性の取組等を

環境を活かし

業の展開を図

拠点づくりや

て、廃棄物の

とともに、意

携により進め

可能エネルギ

いても引き続

といった公害

の推進や上下

ます。 

：Reuse）、（リ
ュース：Red

み」として排出

実現にあたり、

境と調和す

水辺空間をは

を進めてき

継承してい

充実、発展

した農業の推進

ります。また

観光資源と

減量化やリサ

意識啓発の促進

め、更なる循環

ギーへの関心の

き取り組み

への対応を図

水道の整備、

リサイクル：R
uce）を図り、

出するものにつ

、共通する取組

するうるお

江川

はじめ、みど

ました。今後

くために、こ

させ、自然環

進により、野

た、耕作放棄

しての活用等

サイクル化の

進や分別収集

環型社会の実

の高まり等を

ます。 

図るとともに

、水質の浄化

Recycle）の頭
、続いて「ごみ

ついては分別排

組や事業につい

おいのある

川地区での米作

どり豊かな自

後も引き続き

これまで進め

環境の保全、

野田市産の農

棄地が増加し

等、耕作放棄

の促進、不法

集の徹底等に

実現を推進し

を踏まえて、

に、大雨によ

化等、市民が

頭文字を表した
み」にせず再使

排出により再資

いて対等な立場

る都市 

作り体験 

自然環境

き、野田

めてきた

再生、

農産物の

している

棄地の有

法投棄対

に取り組

します。

太陽光

よる浸水

が安全で

たもの。優
使用する

資源化する

場で役割



 

 

 

少子

能低下

童委員

り、こ

地域ぐ

 

高齢

やかな

また

高まっ

 

誰も

等のハ

が使い

障がい

 

市民

支援や

 

女性

援の充

して楽

 

日本

懸念さ

また、

化して

活改善

療、高

や介護

らしい

 
 
 
 
 
 
 
 
 

             
※1 ユニバ

都市や生

子高齢化の進

下、孤独死、

員、社会福祉

これらの主体

ぐるみの支援

齢化が急激に

な対応ととも

た、障がい者

っており、多

もが住み慣れ

ハード面、情

いやすい環境

い者の自立し

民生活の安定

や適正な給付

性の社会進出

充実が求めら

楽しみながら

本人の平均寿

されており、市

少子高齢化

ており、医療

善等による健

高齢者医療等

護サービスの

い生活を送る

                  
バーサルデザイ
生活環境をデザ

基本目標

福祉の

進展、核家族

虐待、ひき

祉協議会、Ｎ

体と協力、連

援体制づくり

に進む中、高

もに、元気な

者の自立を促

多様なニーズ

れた地域で、

情報、制度、

境づくりに配

した日常生活

定と自立の促

付にも取り組

出やライフス

られているこ

ら子どもを産

寿命が延びて

市民一人一人

化の進行、雇

療ニーズは年

健康増進や疾

等のニーズに

の充実、各医

ることができ

                   
イン…障がいの
ザインする考

標２ 生

のまちづくりパ

族化等による

きこもり等の

ＮＰＯ、ボラ

連携を図り、

りを進めます

高齢者の健康

な高齢者の社

促進させる取

ズを踏まえた

元気に安心

心理等のソ

配慮したユニ

活や社会参画

促進に向けて

組みます。 

スタイルの多

ことから、子

産み育てるこ

ている一方で

人が生涯にわ

雇用基盤の変

年々高まって

疾病予防、介

に対応した医

医療機関の連

きる医療環境

の有無、年齢、
え方のこと。

生き生きと

パトロール 
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る家族構成の

の社会問題が

ランティア団

地域で支え

す。 

の維持増進や

社会参画や生

取組や高齢者

た福祉活動や

心して暮らせ

ソフト面等様

ニバーサルデ

画を促進しま

て、生活保護

多様化等によ

子育て中の親

ことができる

で、高齢化の

わたり健康づ

変化、医療の

ています。こ

介護予防等に

医療体制の充

連携体制の確

境づくりを進

、性別、人種等

と健やかに

変化、地域社

が顕在化して

体等の支援活

合う「心のバ

やひとり暮ら

きがいづく

の介護等に関

施策の充実を

る社会を実現

々な障害を取

デザイン※1 を

す。 

世帯への福祉

り、子育てへ

が働く環境や

環境づくりを

の進行に伴う生

づくりに取り

高度化等、

のような状況

取り組むと

実に努めます

保等にも取

進めます。 

等に関わらず、

に暮らせる

高齢者の身

社会のつなが

いる中で、市

活動が大きな

バリアフリー

らしの高齢者

りに取り組み

関する社会福

を図ります。

現するために

取り除くバリ

を重視した環

祉の充実を図

への負担感が

や保育環境の

を推進します

生活習慣病等

り組むことが

医療を取り巻

況を踏まえて

ともに、小児

す。また、か

り組み、住み

、多様な人々が

る都市 

身近な交流の場

がりや相互扶

市民、民生委

な役割を果た

ー」の意識の

者への支援等

みます。 

福祉需要もま

。 

に、公共施設

リアフリーや

環境整備に取

図るとともに

が高まってお

の充実を図り

す。 

等の患者数の

が求められて

巻く環境は大

て、スポーツ

児医療や障が

かかりつけ医

み慣れた場所

が利用しやす

場（シルバーサ

扶助の機

委員・児

たしてお

の醸成と

等きめ細 

ますます

設や道路

や、誰も

取り組み、

に、就労

おり、支

り、安心

の増加が

ています。

大きく変

ツや食生

がい者医

医の定着

所で自分

いように

サロン） 



 

 

 

近年

「豊か

が必要

その

を展開

子ども

上等に

 

近年

おり、

が一体

また

通じた

 

学習

たって

 

誰も

向けて

習拠点

 

野田

から、

成や国

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             
※1 ニー

の略で、
学、家事

年、少子化が

かな心」、「健

要です。 

のために、学

開する他、学

もの健やかな

に取り組みま

年では、子ど

不登校、ひ

体となった子

た、いじめや

た意識の醸成

習は子ども・

て学び合うこ

もが生きがい

て、地域が主

点の充実、自

田市において

外国人も地

国際社会に適

                  
ト…Not in Ed
、元々はイギ
事を行っていな

小学

 

が進む中で、

健やかな体」

学校、地域、

学力向上はも

な成長に資す

ます。 

ども・若者を

ひきこもり、

子ども・若者

や虐待といっ

成等を進めま

若者に限ら

ことのできる

いを持ち、地

主体となった

自然環境を活

ても、今後ま

地域で安心し

適応できる人

 

                   
ducation,Em
リスの労働政策
ない若年無業者

基本目標

学校陸上競技大

子どもは将

を備えた子

家庭が連携

もとより、学

する環境づく

を狙った犯罪

ニート※1 等

者の健全育成

った課題が存

ます。 

らず、生涯に

る環境づくり

地域への参加

た子どもたち

活かした学習

ますます国際

して生活でき

人材育成等を

ployment or 
策において出て
者のことを指す

標３ 豊か

大会 
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将来を担う大

子どもの育成

携して、地域

学校の体育活

りや、学校

罪の増加や有

等の問題も多

成に向けた取

存在している

にわたり取り

を進めます

加等を通じて

ちの教育支援

習等に取り組

際化が進み、

きる環境づく

を目指して、

Training（就
てきた用語。
すが、近年は

かな心と個

大切な財産で

に向けて、よ

の特色を活か

動や地域スポ

教育施設の整

害情報の氾濫

多様化してい

組を推進しま

ことから、学

組むものであ

。 

生涯にわた

活動や、公民

み、郷土愛を

市内在住の外

りを進めます

国際交流の機

学、就労、職業
日本では、15
ニートの高齢

個性を育む

異

であることか

より良い教育

かした創意工

ポーツ、食育

整備、充実、

濫等、取り巻

ることから、

ます。 

学校教育にお

あることから

って学び合え

民館や図書館

を育む学習を

外国人の増加

す。また、市

機会や場の充

業訓練のいずれ
5～34 歳の非
化が進んでい

む都市 

異国文化体験教

 

から、「確かな

育環境を整え

工夫のある教

育活動等を通

、教職員の資

巻く環境が悪

、学校、家庭

おいても人権

ら、誰もが生

える野田市の

館をはじめと

を推進します

加が予想され

市民の国際感

充実を図りま

れも行っていな
非労働力人口の

る。 

教室 

な学力」、

えること

教育活動

通して、

資質の向

悪化して

庭、地域

権教育を

生涯にわ

の実現に

とした学

す。 

れること

感覚の醸

ます。 

ない若者）
のうち、通



 

 

 

市民

もに、

推進し

 

安心

域の市

て分担

に、３

防体制

 

交通

とから

境整備

り組み

 

道路

割を担

鉄道の

さらに

ととも

 

野田

景観形

りを保

 

市内

武野田

そのた

組みま

地域と

交通の

 

 

 

 

 

 

 

 

民が安全で安

防犯に役立

し、市、警察

心して暮らせ

市民で組織す

担し、協力し

３者がそれぞ

制の充実、救

通環境につい

ら、市民が安

備とともに、

みます。 

路は、市民生

担うものであ

の高架化を進

に、快適な歩

もに、バリア

田市には、み

形成に取り組

保全するとと

内の交通に関

田線が単線で

ため、東京直

ます。また、

とのバス交通

の充実を図り

基

安心した生活

立つハード面

察、地域が連

せる都市を実

する自主防災

して行う「自

ぞれの役割を

救急救命体制

いては、歩行

安全に暮らせ

市民一人一

生活を支える

あることから

進めていきま

歩行環境や自

アフリーに対

みどり豊かな

組み、美しく

ともに魅力向

関しては、東

であることか

直結鉄道（地

誰もが気軽

通の整備促進

ります。 

 

基本目標４

防災訓練 

活を送れるよ

面の整備や市

連携し防犯対

実現する総合

災組織等」、「

自助・共助・

を認識し、自

制の充実にも

行中の子ども

せる交通事故

一人の交通マ

るとともに、

ら、将来の交

ます。また、劣

自転車環境の

対応した歩道

な公園や歴史

く暮らしやす

向上に取り組

東京へ直結す

から、通勤、

地下鉄８号線

軽に利用でき

進、地域のニ

４ 安全で

14 

ようにするた

市民一人一人

対策に取り組

合的な防災対

「行政・防災

公助」の連

自らの防災力

も取り組みま

もや高齢者、

故の少ないま

マナーやルー

にぎわいや

交通需要を的

劣化、老朽化

の整備に向け

道整備、自転

史的な資源も

すいまちづく

組み、豊かな

する鉄道がな

通学等にお

線）の整備、

きる市内の移

ニーズを踏ま

で利便性の

め、犯罪を未

人の防犯意識の

むまちづく

対策を進めるた

関係機関」の

連携が不可欠で

を向上させ

す。 

自転車等の交

ちづくりに

ルの遵守に

まちのイメ

確に捉え、計

が進む道路や

て、歩行者

転車道や駐輪場

多く、それ

りを進めます

都市空間の形

く、また、市

おける利便性の

東武野田線の

動手段を確保

えた「まめバ

の高い快適

未然に防止す

の向上等のソ

りを進めます

ためには、「

の３者がそれ

です。地域防

るよう取り組

交通事故が多

向けて、交通

向けた交通安

ージづくりに

計画的に道路

や橋梁の維持

と自転車の通

場等の充実に

らを活かした

す。また、公

形成を図りま

市内を通る唯

の向上が課題

の複線化の推

保していくた

バス」の見直

適な都市

まめ

するよう努め

ソフト面での

す。 

「市民・事業所

れぞれの役割

防災力の向上

組みます。ま

多く発生して

通安全に配慮

安全指導の充

においても重

路交通体系の

持管理に努め

通行空間を確

に取り組みま

た魅力的な街

公園や緑地等

ます。 

唯一の鉄道で

題となってい

推進に引き続

ために、市内

直し等により

市 

めバス 

めるとと

の対策を

所」、「地

割に応じ

上のため

また、消

ているこ

慮した環

充実に取

重要な役

の整備や

めます。

確保する

ます。 

街並みや

等のみど

である東

います。

続き取り

内や近隣

り、公共



 

 

 

多様

による

ことを

に取り

 

核家

つあり

民生委

援が特

 

個々

れてい

そして

支援等

る自治

の解決

援して

 

市民

市民に

りやす

扱いや

 

人権

らに、

ことか

女が性

た取組

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様化し続ける

るまちづくり

を通じて、ま

り組むまちづ

家族世帯や高

ります。その

委員や自治会

特に必要な市

々の意識の変

いることから

て、地域の意見

等の体制を整

治会を核とし

決に向けて計

ていきます。

民一人一人が

に役立つ情報

すく発信する

や保護に取り

権をめぐる課

近年におい

から、市民一

性別にとらわ

組を推進しま

基

地区

る市民ニーズ

りが重要です

まちづくりへ

づくりを推進

高齢者世帯の

のため、日頃

会等が連携し

市民を見守り

変化によるラ

ら、必要な情

見交換や活動

整備し、地域

した地域コミ

計画的に取り

 

がまちづくり

報や市の施策

るとともに、

り組みます。

課題としては

いてはインタ

一人一人の人

われることな

ます。 

 

基本目標

区別懇談会 

ズに的確に対

す。そのため

への市民参加

進します。 

の増加等によ

頃からのコミ

し、高齢者や

り支え合う地

ライフスタイ

情報、知識の

動の機会を充

域コミュニテ

ミュニティは

り組み、安全

りの主役とし

策や事業に係

情報交流・

 

は、女性、子

ターネットな

人権が尊重さ

なくその個性

５ 市民

15 

対応するため

め、市民、Ｎ

加意識を高め

より、家庭内

ミュニケーシ

や障がい者、

地域づくりを

イルの多様化

の提供、活動

充実させると

ティづくりを

は、地域住民

全で安心な地

して役割と責

係る情報を市

情報の共有

子ども、高齢

などによる人

される社会の

性や能力が発

がふれあ

には、市政へ

ＰＯ等の市民

、市民が地域

や地域でのつ

ョンの活性化

子育て世帯等

進めていき

に伴い、地域

拠点や交流の

とともに、コ

積極的に支援

のつながり

域づくりが図

任を自覚し、

報やホームペ

化を図ります

者、障がい者

人権侵害等の様

の実現に向けた

発揮できる男

あい協働す

への積極的な

民団体の活動

域の主体とな

つながり、支

化を図るとと

等の地域社会

ます。 

域コミュニテ

の場の提供等

ミュニティ活

援します。ま

を強くすると

図られること

、主体的な参

ページ等を通

す。また、個

者、同和問題

様々な人権問

た取組を推進

男女共同参画

する都市 

市報、ホーム

な市民の参加

動を支援し育

なり自主的

支え合いが失

ともに、地域

会とのつなが

ティの衰退が

等に取り組み

活動に関する

また、各地区

とともに、地

とから、より

参画がなされ

通じて迅速か

個人情報の適

題、外国人な

問題が存在し

進します。ま

画社会の実現

ムページ 

加や協働

育成する

・自発的

失われつ

域住民と

がりや支

が懸念さ

みます。

る相談、

区におけ

地域課題

り一層支

れるよう、

かつ分か

適切な取

など、さ

している

また、男

現に向け



 

 

 
商店

から、

な自然

事業の

 

農業

続可能

民間企

 

 

野田

再生、

と連携

げ、そ

を図り

 

持続

ていく

の整備

を推進

な自然

推進す

環境を

 

誰も

ら、バ

 

 

 

 

 

 

 

 

店街は、高齢

新たな魅力

然環境や農業

の創出へつな

業においては

能な農業の推

企業等の参入

田市には、多

利活用に向

携を図り、ま

それらを効果

ります。 

続可能なまち

くことが重要

備等の公共交

進します。ま

然環境等の地

するため、指

を整備し、市

もが安心して

バリアフリー

基

齢者の買物の

力を創出する

業、地場産業

なげます。 

は、後継者の

推進に向けて

入等を進めま

多くの歴史、文

向けた取組も

まつり、イベ

果的に結び付

ちづくりを進

要です。その

交通の充実に

また、地域の

地域資源を活

指導者の確保

市民の文化・

て暮らせる魅

ーの視点を踏

 

基本目標６

産業祭 

の場の確保や

ることで商店

業、大学等の

の育成や耕作

て、農地の集約

ます。 

文化的資源が

も進めていま

ベント等の開

付けて観光資

進めていくた

のため、教育

により、魅力

の歴史、文化

活かした野田

保やプログラ

教育水準を

魅力ある野田

踏まえた都市

６ 活力

16 

や地域コミュ

店街の活性化

の多くの資源

作放棄地の解

約化等による

が存在してお

ます。このよ

開催を通じて

資源の魅力を

ためには、若

育や福祉の充

力ある生活環

化資源や産業

田市らしい魅

ラムの充実等

を高めること

田市の実現に

市整備を推進

とにぎわ

ニティの核

を図ります。

源との連携を促

消が大きな課

る収益性の向

おり、豊かな

うな多様な資

にぎわいを創

高めていく

い世代や子育

実、雇用創

環境を整え、子

、観光資源、

力の創出を図

等、市民の誰

で、まちの魅

向けて、地域

進し、計画的な

いに満ち

野田夏

としての機能

。また、野田

促進させて、

課題となって

向上や若手の

自然環境や生

資源を市民、

創出し、観光

ことで、野田

育て世代の定

出等、さらに

子育て世代や

、魅力ある商

図ります。そ

もが意欲的に

魅力づくりに

域特性や自然

なまちづくり

ちた都市 

夏まつり躍り七

能も求められ

田市に存在す

、起業支援や

ていることか

の新規就農者

生物多様性の

、市民団体、

光資源として

田市独自の観

定住人口を増

には、東京直

や若年層の定

商業や特産品

そして、生涯

に学ぶことが

に取り組みま

然環境を活か

りを推進しま

七夕 

れること

する豊か

や新たな

から、持

者の育成、

の保全、

企業等

て磨き上

観光振興

増加させ

直結鉄道

定住促進

品、豊か

涯学習を

ができる

ます。 

かしなが

ます。 
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２ 基本方針 

基本目標 基本方針 

市民の意見の方向 

（審議会、分野別検討組織、地区別・各界懇談会、

市民アンケートの意見から） 

自然環境と調和する

うるおいのある都市 

 

■自然環境の保全・再生・

利活用の推進 

◎環境保全の推進 

◎自然と調和した農業の推進 

■循環型社会の推進 ◎不法投棄の撲滅・環境美化の推進 

◎ごみの減量・リサイクルの推進 

◎再生可能エネルギーの利活用 

■生活環境の整備 ◎環境汚染・公害等への対応 

◎上下水道の整備促進 

◎水質の浄化・浄化槽の適正管理 

生き生きと健やかに

暮らせる都市 

■支え合いによる福祉のま

ちづくりの推進 

◎地域の支え合いによる福祉のまちづ

くりの推進 

◎高齢者の生活環境の向上 

◎高齢者の生きがいづくり 

◎障がい者福祉の充実 

◎市民生活の安定と自立の促進 

■子どもの健全育成と子育

て環境の充実 

◎子どもの健全育成の推進 

◎安心できる子育て環境の整備 

■健康づくりの推進と地域

医療の充実 

◎市民の健康づくりの推進 

◎地域医療体制の充実 

◎子ども医療の充実 

◎高齢者医療の充実 

◎障がい者医療の充実 

豊かな心と個性を育

む都市 

■質の高い学校教育の実現 ◎子どもの学力の向上や、個性・能力

を伸ばす教育の推進 

◎家庭・地域の教育力の向上 

◎子ども・若者の健全育成 

◎学校における教育環境の整備や教育

の質の向上 

◎人権教育の推進 

■生涯学習や郷土愛を育む

学習の推進 

◎生涯学習や郷土愛を育む学習の推進

■国際交流の推進 ◎国際的な交流と協力の推進 
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基本目標 基本方針 

市民の意見の方向 

（審議会、分野別検討組織、地区別・各界懇談会、

市民アンケートの意見から） 

安全で利便性の高い

快適な都市 

■防犯・防災対策の推進 ◎防犯まちづくりの推進 

◎防災対策の実施 

◎地域における防災・消防体制の充実

■安全で快適な都市基盤の

整備 

◎交通安全の推進 

◎道路交通体系の整備 

◎魅力ある景観の形成 

◎地域による公園等利活用の促進 

◎道路等の都市インフラの安全性と利

便性の確保 

◎個性と魅力あふれる市街地の形成 

■公共交通の充実 ◎公共交通機関の充実 

◎庁内体制の充実 

◎鉄道や市内バス等の公共交通環境の

充実 

市民がふれあい協働

する都市 

■協働によるまちづくりの

推進 

◎市民参加を促進する仕組みづくり 

◎協働の仕組みづくりの推進 

◎互いに支え合う地域づくりの推進 

◎ふれあい、交流の拠点づくり 

◎地域コミュニティの強化 

■情報発信・共有の充実 ◎迅速・適格な情報提供 

■人権尊重・男女共同参画

社会の推進 

◎人権教育の推進 

◎男女共同参画社会の推進 

活力とにぎわいに満

ちた都市 

■地域産業の振興 ◎商業の魅力向上による商店街等の活

性化 

◎農業の活性化の推進 

◎新たな事業創出や起業を通じたまち

の活性化と人材育成 

■観光・イベントの振興 ◎まつりやイベントの活用 

◎新たなにぎわいの創出 

◎地域資源を活用した交流人口の拡大

■定住の促進 ◎生活環境の充実と地域資源を活かし

た効果的な情報発信による定住促進

及び交流人口の拡大 

◎文化・教育水準の向上 

◎魅力ある計画的なまちづくりの推進

  



第４章

構想

 

（１）

 

市

責任

め、

協働

 

（２）

 

市

市民

会と

りを

 

 

（３）

 

野

遺産

また

こ

 

 

（４）

 

地

って

によ

常に

りま

ま

とと

財政

加

 

             
※1 ファシ

管理、活

章 構想

想の実現に向

市民との

市民の意見や

任などを分担

市民参加の

働の仕組みづ

心のバリ

市民が互いに

民に対する意

とのつながり

を進めます。

地域特性

野田市は、ま

産等の文化的

た、それぞれ

このような地

持続可能

地方分権が進

て安定的に満

より、様々な

に効果的な徴

ます。 

また、ファシ

ともに、長期

政運営を行い

加えて、組織

                  
シリティマネジ

活用し、施設経

想の実現

向けて、以下

協働による

やニーズを的

担し、連携、

の機会を充実

づくりを推進

アフリーに

に認め合い、支

意識啓発を推

りや支援が必

 

を活かした

まちの中心的

的な潤いのあ

れの地域には

地域特性を活

な行財政運

進む中、社会

満足度の高い

な角度から行

徴収対策を講

シリティマネ

期的な財政展

います。 

織の活性化や

 

                   
ジメント…所有

経費の最小化や

に向けて

下の４つの考

るまちづく

的確に市政に

協力して共

実し、市民が

進します。 

による支え

支え合う「心

推進するとと

必要な市民を

たまちづく

的な役割をも

ある地域等、

は、様々な世代

活かし、より市

運営 

会状況の変化

い行政サービ

行財政運営の

講じていくと

ジメント※1

展望を踏まえ

や人材の育成

有する土地、建

や効果的な維持

19 

て 

考え方を基本

りの推進

反映するた

共通する取組

が主体的にま

え合いのまち

心のバリアフ

もに、高齢

見守り支援

りの推進

つ地域、広

様々な特性

代や価値観を

市民の視点に

や多様化し

ビスを提供し

の効率化を進

ともに、受

の考え方に

、限りある

を図り、持続

建物、設備な

持管理運営を

本に市政、行政

めには、市民

や事業を推進

ちづくりに参

ちづくりの

フリー」が浸透

者や障がい者

していくこと

大な農地や自

をもつ地域が

をもつ市民が

に立った施策

続けるニーズ

ていくため、

めます。歳入

益者負担のル

基づき、公有

財源を真に必

続可能な行財

どを対象として

行う考え方や

政運営を進め

民と行政が対

進することが

参画すること

の推進 

透した野田市

者、子育て世

とができる支

自然環境を有

が集まって形

が暮らしてい

策や事業に取

ズに的確に対

、事務事業や

入の根幹をな

ルール化等、

有財産の有効

必要な事業に

財政運営を進

て、経営的視点

活動のこと。 

めていきます

対等な立場で

が必要です。

とができるよ

市の実現に向

世帯等、特に

支え合いのま

有する地域、

形成されてい

います。 

取り組みます

対応し、将来

や組織等の見

なす市税等に

、負担の適正

効活用などに

に充て、計画

進めます。 

点から総合的

 

す。 

で役割や

そのた

ような、

向けて、

に地域社

まちづく

、歴史的

います。

す。 

来にわた

見直し等

について

正化を図

に努める

画的な行

に企画、
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